
令和７年度 第１回下関市上下水道事業経営審議会 

議事要旨 

 

日 時：令和７年７月１日（火）９：５５～１１：４５ 

場 所：下関市上下水道局６階研修室 

出席者：出席委員７名 ほか（別添資料参照） 

 

＜配布資料＞ 

 ▽次第 

 ▽出席者名簿 

【資料１】下関市上下水道局中長期ビジョン（経営戦略）原案に係るパブリックコメントの 

実施結果 

【資料２】下関市上下水道局中長期ビジョン（経営戦略）原案からの修正箇所 

【資料３】下関市上下水道局中長期ビジョン（経営戦略） 

【資料４】下関市上下水道局中長期ビジョン（経営戦略）概要版 

【資料５】令和７年度第１回下関市上下水道事業経営審議会説明資料 

【資料６】下関市上下水道事業経営審議会スケジュール（予定） 

 

１．開会 

２．上下水道事業管理者挨拶 

３．委員紹介 

４．上下水道局職員紹介 

５．諮問 

６．議事 

（１）本市水道事業における今後の望ましい水道料金のあり方 

〇事務局より配布資料を用いて説明 

（２）今後のスケジュール 

〇事務局より配布資料を用いて説明 

～議事について質疑・意見～ 

 〇別紙のとおり 

７．閉会 

  



（別紙） 

議事１ 本市水道事業における今後の望ましい水道料金のあり方 

委員質疑・意見 

１．中長期ビジョンの振り返り 

事務局 

・資料１「下関市上下水道局中長期ビジョン（経営戦略）原案に係るパブリッ

クコメントの実施結果」 

・資料２「下関市上下水道局中長期ビジョン（経営戦略）原案からの修正箇所」 

・資料５「令和７年度第１回下関市上下水道事業経営審議会説明資料」の内、

「１．中長期ビジョンの振り返り」に基づく説明 

委員 

下関市に限ったことではないが、これまで水道事業は企業会計で行ってきてい

るが、公共事業的な側面が強いことから、社会資本整備という考えのもと、事

業を行っていく必要があるのではないか。 

企業債を用いて事業を行うのではなく、国の補助金を活用するなど、これまで

のシステムを考え直すという視点も持つべきではないか。 

人口減少が進む中、全ての負担を市民に求めるのにも限界がある。 

水道料金改定に向けて、市民の理解を得るためにも、新しい考え方も取り入れ

るなど検討いただきたい。 

事務局 

建設消防委員会においても、一般会計繰入金についての意見もいただいてい

る。ただし、現行の法制度では、独立採算制が原則となっていることから、こ

の枠組みの中で中長期ビジョンを策定した。 

人口減少に伴い、施設の合理化等も進めていく計画ではあるが、まずは、中

長期ビジョンの投資・財政計画で定めた事業を実施していくことを前提とし

て、ご審議いただきたい。 

委員 物価・人件費について、今後さらに上昇する可能性があるのではないか。 

事務局 
中長期ビジョンでは、前期は年 1.0％、後期は年 0.8％の物価上昇を見込んで

いる。 

２．水道料金の仕組み 

事務局 
資料５「令和７年度第１回下関市上下水道事業経営審議会説明資料」の内、「２．

水道料金の仕組み」に基づく説明 

委員 
総括原価の分解について。 

固定費の内、基本料金と従量料金への配賦比率について教えて欲しい。 

事務局 次回審議会で、実際に数値を用いて説明させていただきたい。 

３．下関市の水道料金 

事務局 
資料５「令和７年度第１回下関市上下水道事業経営審議会説明資料」の内、「３．

下関市の水道料金」に基づく説明 

委員 
ただいま事務局から、中長期ビジョンにおいては料金の算定期間を５年として

いたが、これを４年にすることにより、料金改定率を 25.5％から 20％に抑え、



また、次回の料金改定については４年後となるとの説明があった。 

特にこのあたりについて、意見、質問はないか。 

併せて、安定的な収入確保のために、基本料金収入にて回収する割合を高めて

いくとの説明もあった。 

委員 湯屋用、私設消火栓の契約件数は。 

事務局 湯屋用が９件、私設消火栓が 74件である。 

委員 

東京都は今年の夏、水道の基本料金無償化の対策を発表していた。各首長の政

策的判断によるものではあろうが、常に他の自治体の情報収集を行い、下関市

と他自治体とのバランスを把握しておくことが必要ではないか。 

できれば、次回審議会にて示していただきたい。 

事務局 
東京都の施策は、基本料金減免の話であり、料金改定とは内容が異なるが、他

自治体との比較については、次回の審議会で示す。 

委員 下関市の水道料金は全国でみてどのくらいなのか？ 

事務局 
全国順位は手持ち資料がないが、中核市や山口県内の比較では上位となってい

る。 

事務局 

厚生労働省（現国土交通省が管轄）の冊子（いま知りたい水道）によると、１

か月の水道料金の全国平均が約 3,300 円（口径 13 ㎜ 月 20 ㎥使用の場合）と

されており、下関市は 3,103円となっている。 

 


